
1．資料調査

1．1統計資料

1）建設工事の海外受注実績

　日本建設案の国際化は戦後、講和条約に基づく賠償工事や経済協カベースの海外工事

から始まった。しかし、一部商業ベースの国際入札もあったか、いずれも微々1こるも6
で、建設業は典型的な内需依存型産業であった。

　本格的な海外進出が始まったのは、昭和48年の第一次オイルショック以降である、G

NPの20％前後を占めて来た国内建設市場は、オィルショックを契機に、工事量の減少、

利益率の低下、住宅建設の不振、財政再建に伴う公共投資抑制による大型公共工事の滅

少に直面した。建設業は厳しい市場環境を打開するため、本格的な国際市場への新規参

入に踏切った。

　一方、高度経済成長の城速に伴い、日本の産業構造も国際化し、自動車、家電、機械

メーカー、プラントメーカー等の資源多消費型産業の工場、重化学プラントの海外立地、

サービス産業の海外進出が活発になったことも建設業の海外進出に拍車をかけた。

　現在では、日本の建設会社の国際化は急ピッチで拡大している。
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図一11建設業海外受注実績の推移

1

曲L　建設工峯請負及び施工に際しての技術指導を含む。

2．本邦法人分と海外法人分（昭和51年度分から調査開始〉との間に重複はない。

3　膚外法人は、本邦側の出費比峯の如何を問わない。

4　0DA関連分は、本邦法人分と海外法人分を合わせた総計に対する数字。我が国の無償資金

　協力、円借款の他に、我が国羽処出金を出している国際援助磯関の融資に係るものを含む。
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　図1．1は、日本の建設業の海外受注実績の10年間の推移を示したものである。昭和48

年には、730億円にすぎなかった海外受注額は、50年度には4．75倍の3333億円に急増、

その後も着実に伸び、54年に6256億円と倍増している。更に、58、59年度には念願の1兆円

を達成し、本格的な海外進出の段階を迎えた。

　地域別では、図1．2にみるとおり、東南アジァ、中近東で全体の80－90％を占め、市場

のウェートがここ数年で、中東市場から東南アジァ市場へとシフトしていることがわか

る。中東市場は、昭和54年の5騙をピークに、世界的な石油需要のだふつきと、それに

伴う原油価格低下による逆オイルショック、イラン・イラク戦争の長期化、開発投資の

一巡等のマィナス要因により、59年度には10％まで減少している。

　一方、東南アジアでは、マレーシア、シンガポール、香港を中心に、拡大基調の建設

投資をバックに、昭和54年度の32％から、59年度の54％へと倍増し、59年度はオーストラ

リア、アメリカ本土、ハワィという先進国市場が伸びその他の項目が従来の1伽前後か
ら33％に増加している。

　59年度には海外受注実績は58年度に及ばなかったが海外法人の工事は順調に増加し過

去の最高額を記録している。この内、アメリカ本土が53％となっている。

図一1，2溺外建設■事等の地域別受注割合の推移
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、 表一1，1海外建設工事等の受注実績上位10力国の推移（本邦法人＋海外法人） （億円）

57　年 度 58　年 度 59　年 度

国　　　　名 金　　　　顧 国　　　　名 金　　　　額 國　　　　名 金　　　　顧

1 書　　　　　　港 2，447 シ　ン　ガポ　ー　ル 2，643 アメ　リ　カ本土 1，530
2 　　F　7マ　　レ　ー　シ　　ア 1，952 マ　　レ　　ー　シ　　7 1，624 マ　　レ　ー　シ　　ア 1，407
3 シ　γガポー　ル 一，291 イ　γ　ドネシア 1，062 シ　γ　ガ　ボ　ー　ル 1，079
4 サウジ7ラビア 864 看　　　　　　港 796 オース　トラ　リア 監，074

5 イ　ン　ドネ　シア 564 7メ　リカ本土 780 香　　　　　　港 644
6 タ　　　　　　　イ 301 ク　ウ　　昌　一　　ト 699 タ　　　　　　　イ 601
7 アメ　リカ本土 216 オース　トラリア 546 中　　　　　　　国 467
8 ブ　　ル　　ネ　　イ 195 唱サウジ7ラビ7 437 サウジアラビア 432
9 ス　リ　ラ　ン　カ 195 ス　リ　ラ　ン　カ 2！4 ハ　　　　ワ　　　イ 337
旦0 東　　ド　イ　　ッ 136 アル　ジ　昌　リ　ア 191 イ　ン　ドネ　シア 279

、一z



　海外受注1兆円を達成し、本格的な海外進出の段階に達したことは高く評価されるが、

欧米、韓国と比較するとその割合は依然低い。

　表1．2のENR誌のデータによれば、世界の59年度上位250社のユンストラケ勢のうち、日本勢

は、総受注高で、大成建設の世界第6位を筆頭に、清水建設7位、鹿島建設10位と高い水

準にあるにもかかわらず、海外受注高では、熊谷組の20位、鹿島建設39位、大林縄5Q位、

清水建設の55位と後退しており、海外受注度が欧米コンストラケ墾と比して低いことがわかる。
『
個
別
企 業でみても、総受注高に占める海外受注の割合が30－4砿を占める企業が類社て

てきているが、大半は10－2敬である。それに比して83年の米国建設業トップ10社の海外
比率を表4でみると、平均で4覗、総受注1位のベケ残が57我1、ケロッゲ’・うストが59％、フォス墾・ホイー

ラやルーマス・クレストのように7儲前後を占める企業があることがわかる。国内市場が50兆円前

後と大きいものの、海外受注度の高い欧米コンストラウ墾と比較すれば、日本の建設業が海外

に進出する余地は十分にある。

　近い将来、臼本企業の中にも、海外五アが国内シェアを超える企業もでてくることが十分

予測される。

表一1．2昭和59年度海外受注高 表一1．3昭和59年度総受注高

海外受注高
順位 建設会社名 国鯖 （百万USドル）

1 ヶロッグ・ラスト 米 ＆630，0
2 ベクテル・ゲループ 米 4，905．O
3 ザ・パーソンズ 米 3，0》O．2

4 現代 韓国 2‘90．6
5 ルーマス・クレスト 米 乙300．0
6 ストーン＆ウニプスター 米 呂016．6
7 フ才スター・ホイーラー 米 1，933．0
B フィリヴブ・ホルツマン 独 1，931．3
9 サデルミ・コジェピー 俳 1，773．0
lo デヴィ・コーポレーシヨン 英 1，553．4
11 フルァー・コーポレーシヨン 米 1，527．8
12 スナムプロゲッテイ 伊 1，430．0
13 エンカ・コーポレーシヨン トルコ 1，347．4
14 シヨーン・プラウン 英 1，329．0
15 ブラウン＆ルート 米 1，288．7
16 パティニヨール 仏 1，101．6
17 ブイグ 仏 1，000．0
18 PCLコンストラクション 加 947．2

グループ
19 イムプレシット 伊 660．0
20 熊谷組 日本 鴎0．2

39 鹿島建設 日本 485．0
50 大林組 日本 359．9
55 澗水建設 日本 345．9
71 大成建設 日本 247．O
88 竹中工務店 日本 191．5

順位 建設会社名 国柘
総受注高
（百万USドル）

1 ケロッグ・ラスト 米 10．8550
2 フルァー・コーポレーション 米 ＆353，4
3 ベクテル・グルーブ 米 ＆220，0
4 ザ・バーソンズ 米 7，514．7
5 スターンズ・カタリティック 米 4，932．3
6 大成建設 目本 4，213．O
7 清水建設 日本 3，931．7
B ブラウン＆ルート 米 3，883．9
9 三菱重工 日本 3，800．0
Io 鹿島建設 日本 3，787．0
11 フイリツプ・ホルツマン 独 3，291．3
12 熊谷組 日本 3，227．7
ユ3 ルーマス・クレスト 米 3，200．0
工4 大林組 日本 3，122．5
15 現代 韓国 缶016．8
16 竹中工携店 日本 3，011．8
17 ストーン＆ウェブスター 米 2923．3
亘8 ブイグ 仏 2，700．0

19 フォスター・ホイーラー 米 且413，0
20 レイモンド・インターナシヨ 米 a347．4
ナル

（賢科）　　r　E　N　R」（1985年7月L8日号）

　　’TheしOP250ln軋ena“nakon覧ractOf5”

表述．4昭和58年度米国建設業トツフ。10社受注額

総受注額 海外受注額 海外比率
順位 社　　　　名 百　　万

USドル
百　　万

USドル
（％）

1 ベクテル・グループ 13，810．0 7，884．0 57．1

2 ケ・ッグ・ラスト 8，500．0 5，000．0 58．8

3 ザ・パーソンズ 6，627．7 丈160．7 62．8

4 レイモンド・インターナ
ショナル

3，211．9 321．3 1α0

5 スターンズ・カタリチィ
ック

3，118．6 791．2 25．4

6 フォスター・ホイーラー 2，980．0 2103．0
，

70．6

7 フルアー・フーポレーシ
ョン

2，605．0 1，193．0 45．8

8 ルーマス・クレスト 2，460．0 1，720．0 69．9

9 エバスコ・セーニセス 2，072．4 54．1 2．6

10 ブラウン＆ルート 乳059．4 769．2 37．4

平　　　　　均 44．Q

（資料）rENR」（1984年4月19日号）’Th¢ToP400Comr5qors”

1－3



6
2）建設コンサルタントの海外受注実績

　地域別に見た場合、アジア地区に集中しており59年度は8銚を占めている。

　国別に見た場合、我が国の政府開発援助（ODA）の投入額の大き炉インドネシアが

断然首位を占め、広下も概ねODAの投入額の大きい国が上位にならんでいる。

　ODA関連のうち、実質的にほぼ発注先が我が国企業に限定されている無償資金協力

　国際協力事業団による技術協力・海外経済協力資金による直接借款が8醸を占めてい
る。

図一1．3建設業コン肌チィンゲ等海外受注実績の推移
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甦9　1、　対象は次のとか，o

　｛1）　下にかかる隅査・股計・施工監理

　　イ　洞肌砂紡及び際岸　　ロ　港鳳聖港　　　’・一発電土木　　‘　道路

　　ホ　鉄道　　へ　上水道、工藁用水道　　昏　下水道　　チ　農藁土木

　　り　篠林±木　　ヌ　遣ロ　　ル　都市計i、地方計i　　ヲ　地埴総合開発計i

　　ワ地質　力土質、基麗　ヨ鋼構造、コンクリート　’　トンネル

　　レ施工欝颪施工設傭　ソロ設頓睡虞　ツ通値　ネ塵集物
　（2）醐　　貴

　（3）地質調査

　2．　O　D　A閥連分は、我が国の無慣資金脇力、J　l　C▲の開発隅査、円借款の他に、我

　が国が拠出金を出している国際擾駒極閨の融資に伝るもOを含むo
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図列．4酬塵設罪サルティン’婁桝の危敏別受注蔚合の推叡受注金猷よる）
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表一L．5海外建設コンサルティング業務等受注実績上位10力国の推移
（百朝）

57 年　度 58　年 度 59　年 匪
匡　　　名 金　　　額 国　　　名 金　　　顧 国　　　名 金　　　顕

1 イ　ンドネシア 13，329 イ　ンドネシア 19，350 イ　ンドネシア 15‘285

2 フ　イ　リ　ビ　ン 5β48 ク　ウ　晶　一　ト 4，448 タ　　　　　　イ 4，155

3 イ　　ラ　　ク 4，329 マ　レ　ー　シ　ア 3，475 7　イ　盟’ピγ 3‘927

4 タ　　　　　　イ 2，910 フ　イ　リ　ピ　ン 2565 韓　　　　　国 2439
5 率　’く　一　ル 2，4ユ8 タ　　　　　　イ 2，451 エ　ジ　ブ　　ト 2200
6 マ　レ　ー　シ　ア 2」16 ビ　　　ル　　　マ 1β46 バ　キ　ス　タ　γ L670
7 ’《キ　ス　タ　ン 1，606 こ艮一ジーランド 1，416 バンダテディシ昌 LO85
8 ケ　　　ニ　　　ア 937 ド　　　　ニ　オ 1262 可　レ　ー　シ　ア ユρ30

9 タ　ンザニ　ア 910 ナイジ墨リア 1237 シンガボール 914
10 雪　ル　ダ　ン 615 パングラデシ邑 L231 中　　　　　国 585

t一∫
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3）橋梁の海外受注実績

　図一1．5は、日本の建設業の海外受注実績の20年間の推移を示したものである。昭和48

年までは、1万トンにみたなかった海外受注実績は、52年度には52，990トンと市場最高

実績を記録した、その後は2万トン前後を推移したものの59年度には38，949トンと史上

第2位を記録している。
　表一］．7は日本橋梁建設協会発刊の橋梁年鑑から抜粋し、表一1．8一表1．10はこれを元に

編集したものである、表一1．6と表一1．8は双方とも年度ごとの実績であるが表一1．6が受注

時の表一1．8が完工時を示すため数字が食い違っている。

　地域別では、過去12年の実績表一1．9によると、アメリカ本土が59完を占めており、以

下に東南アジア、中近東がならんでいる。

　会社別実績表一1．10をみると、橋梁専業メーかの川田工業が4以と他を引き離しており、

以下に造船メーかがならんでいる。

表一1．6橋梁受注実績

　資料　日本橋梁建設協会

図一1．5鋼橋受注量の推移

　資料　日本橋梁建設協会

（単位1トン）
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表一1．7海外橋梁完工資料（昭和47年一59年）　資料　日本橋梁建設協会　橋梁年鑑

橋　　名　　　　　　輸出国 橋長（M） 鋼重（T） 　　　　　　　　　　『
形　　式　　　施工l

　　　　　　　　　　

47年度　　　　　　　　合計件数＝4
ギルバート橋　　　　　フィリツヒoン

フィリピントラス　　　　フィリッヒoン

重量＝

　742
　　74

5，822

3，052

　259

　　　　　　　　　　　　
3径間連続飯桁　1Ii田1

蛍純トラス　　駒矧
ニューテメロ橋　　　　　マレーシア 274 2，167 2径間連続箱桁　　　　栗本，

イラン橋梁　　　　　　　　　イラン 295 344 単純合成飯桁　　　　　横河1

』1…

48年度　　　　　　　　合計件数＝9 重量＝ 116，841

アンカレッヂ橋　　　　　アメリカ 781 4，200 連続立体テメン橋　　　川田

ヰ・ヤッ　トウォーク　　　　　　イラン 577 508 単純合成飯桁　　　　トヒ鉱
アヘ“イヰ喬　・コタキナフ“ル橋　　　　　マレーシア 129 194 単純合成叛桁　　　　駒井1

FortyMile橋　　　　　ア刈力 165 350 3径間連続箱桁　　　　三井1

Yukon　RiveP　Bridge　　　　アメリカ 700 4，480 6径間連続箱桁三井1松尾1
香港フライオーバー　　　香港 305 469 単純飯桁　　　　　　川田
ラガンギラング橋　　　　フィリッヒQン 442 798 単純トラス　　　　　三菱1
サンファニコ橋　　　　　フィリッヒoン

ブロードウェイ橋　　iアメリカ

2，162

　130

4，882

　960
響騨ラス艮縣笛旨1

も
■　■　『－　■　・　■　■

一．．1

　1

49年度　　　　　　　　合計件数＝4 重量＝ 2，743

セカンドアルマ外ムブリッジ　　　ドバイ首長国 152 414 単純合成飯桁　　　　高田

ドバイクリーク2号橋iドバイ首長国 115 865 3径間連続逆底型箱桁i高田
マガピッ　ト吊橋　　　　　　　　フィリッヒ。ン 257 1，221 吊橋　　　　　　　　川田
キャヅフoテンモアケリーケ橋　　　　アメリカ 91 243 斜張橋　　　　　　　宮地

”「一”　　　　　　　　甲”1
50年度　　　　　　　　合計件数＝13 重量＝ 31，314

1

チェナ・リバー橋　　　、アメリカ 161 987 3径問連続飯桁　　　　川田
ミズリ・’リバー橋　　　アメリカ 568 2，903 単純トラス　　　　　川田

アーカンソー橋梁　　　アメリカ 4，693 13，452 4径間連続銀桁　　　　川田

コロンビァ川鉄道橋　　アメリカ 121 1，850 単純トラス（可動橋〉iトヒ。一

アルジェナ向ハ。有。ライン橋　、やドネシア 145 321 単純トラス　　　　　トヒ転

ゴールデンホーン橋　　トルユ 822 7，154 連続飯桁　　　　　　IHI
サクラメ　ント橋　　　　　　　アメリカ 207 1，062 連続合成飯桁　　　　IHI
ヒューストンハイウェイ　　　　　　　　　　アメリカ 903 1，661 単純飯桁　　　　　　　IHI

インターチェンジ橋　　フィリッヒ。ン 23 389 単純合成H桁　　　川鉄構

ガーデンバレイ橋　　　アメリカ 172 550 単純トラス　　　　　日塔
アリエスカハ。イフ。ライン橋梁　　　アメリカ 215 236 単純飯桁　　　　　　NKK

シャルジャー橋　　　　ドバィ首長国 124 437 3径間連続飯桁　　　　宮地

カン橋　　　一　　　　ドバイ首長国 82 312 2径間連続飯桁　　　　宮地

』1－7
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、

3

橋　　名　　　　　　輸出国 橋長（M） 鋼重（T）
　　　　　　　　　　！
形　　式　　　　施工l　　　　　　　　　　l

51年度　　　　　　　合計件数二8
マルタ130橋梁　　　アメリカ

マルタ125橋梁　　　、アメリカ

ピータークリーク　　　　アメリカ

重量＝

1，420

　704
　］05

9，166

1，945

1，152

　143

単純箱桁　　川田1
　　　　　　　　　　　　［
単純箱桁　　　　　　川田1
2径間連続銀桁　　　　トピー

1－IG－229（66）　　　　　　　　　アメリカ

1－IG－229（77）　　　　　　　　　アメリカ

ジャラヒネ喬　　　　　　　イうン

バンナバンパコン橋　　塀
バズラ旋回橋　　　　　イラウ

52年度

；魏騰叢

銃履講梁

合計件数＝11

11脇

羅

443

572

88

431，
91

1，5701

1，320i

　475
1，4141

L147i、．

重量＝　19，83g　l

　788　　　1，192

　384　　532
2，433　　1，368

1，060　　　　588

　110　　　1，609

1，964　　1Q，167

　442　　　1，850

　　96　1，400

　　89　　490
　　90　　120
　250　　523

53年度　　　　　　 …合計件数＝5　重量二

9瀧ン橋　黎拘ア　411

叛瓢　）i泓、，　ll

タイ国鉄道橋（その1）汐イ

タイ国鉄道橋（その2）汐イ

タイ国鉄道橋てその3）iタィ

重量＝

1，277

　　63

　　32

　　30

　　31

連続曲線飯桁　　　　IHI
連続曲糸泉飯桁　　　　　　　，IH　I

単純非合成飯桁　トピ》唄躍1

単純飯桁（可動橋〉　i　NKK　，

2径間連続鋼床聴桁騨列
　　　　　　　　　　　　1

単純箱桁　　1川田
単純箱桁　　　　　，川田

4，587・

2，679連続飯桁

　86　単純合成鍼桁
1，046　連続叛桁（可動橋〉

　64　単純合成飯桁
　812　連続ゲルバートラス

11，962

1！，671　　連続鍼孝行

　154　下路トラス
　　55　下路トラス

　　36　上路トラス

　　46：下路トラス

三菱

日車

横河

日車

横河

川田

横河

横河

横河

横河

10

t－8



橋　　名　　　　　　輸出国 橋長（M） 鋼重（T） 形　　式　　　　施工

56年度　　　　　　　　合計件数一2

陰3雌　ilご叛牝，
重量＝

　155
　　47

2，551

2，474

　77

アーチ橋　　　　　　　川田

単純トラス　　　　　日橋
t曹”

57年度　　　　　　：合計件数一3

マタディー橋　　iザイール斯咽
コロンビア川鉄道橋　・ア刈力

14ラマダン橋　iイラク
カピウラ橋　　　　　 ハOフOアニューキ“ニア

ァウム橋　　　　　　　ワ、OフOアニューギニア

スリーマイルクリーケ可動橋　　　1アメリカ

重量一i

　　722、
　　231

　　83㍗

、重量二

　　405

　　116

　　50
　　78
　　179

重量＝

　　2Q7

　　138

　　451

　　62
　　61
　　62

31，747i

13・21軌

1・2301

17，298，

6，227i

4，300

　304i
　　751

　301
1，247i

3．562

1，727

　562
　912
　139
　120・

　102

吊橋　　　　IHI三菱川重JV
単純下路トうス　　　　1横河

余斗弓長オ喬　　　　　　　　　　　　　　IH　I

警耀張㌧鵠

下路トラス・Hヒ～ム桁橋　　川田

合成£反羊行　　　　　　　　　　　　川田

上路トラス　　　　　日車

単純銀桁　　　　　　日塔

単純飯桁　　　　　　日塔

単純飯桁　　　　　　日塔

表一1．8年度別完工資料

年度 件数 鋼重（T）

47 4 5，822
48 9 16，841
49 4 2，743
50 13 31，314

51 8 9，166
52 11 19，839

53 5 4，687
54 O O
55 5 11，962
56 2 2，551
57 3 31，747
58 5 6，227
59 6 3，562

合計 75 146，461

表一1．9輸出国別海外橋梁完工資料（昭和47年一59年）

国　　名 件数 重　量 比率

アメリカ 34 86，720 59．2

ヅィ沸共和国 1 13イ219 9．O

フィリツヒ。ン 7 11，163 7．6

舛エート 1 10，167 6．9

イラウ 4 7，305 5．O

トルコ 1 7，154 4．9

マレーシア 5 2，722 1．9

ドバイ首長国 4 2，028 1．4

イラン 4 1，850 1．3

タィ 4 1，551 1．1

インドネシア 6 1657 11
香港　　　　　　1
ハ。フρアニューキ“ニア3

1，657

　469
　456

Q．3

0．3

合　　計 75　　　146，461　　　100．（〉

1－4
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表一1．10施工会社別海外橋梁完工資料（昭和47年一59年） ！二

会社名 件数 重　量 比率

川田 20 62，231 42．5
IHI 8．4 36，622．4 25．Q

三菱 5．3 11，020．3 7．5

横河 lo 5，393 3．7

州重 O．3 4，406．3 3．0

NKK 3 4，328．5 3．O

住重 1 4，300 2．9

宮地 4．5 3，553 2．4

トヒ。一

三井

松尾

栗本

高田

日車

日塔

日橋

駒井

川鉄講

日塔

4．5

1．5

0．5

1
2
3
1
3
2
1
3

3，059．5

2，590

2，240

2，167

1，279

1，062

　550
　456
　453
　389
　361

2．1

1．8

1．5

1．5

0．9

0．7

0．4

0．3

0．3

0．3

Q．2

合　計　　75 146，461　　　　100．O

4）参考資料

」

①昭和59年度海外建設工事等受注実績（昭和60年度調査実施）昭和60年7月

　千代田区霞ケ関2－1－3　建設省第3合同庁舎　建設省国際課　　　　TEL　O3－58！－0665
☆毎年7月に発刊．建設業、コ茄イガ業について本邦法人、海外法入に分け過去の実●

　　績と共に国別に集計されいいる。

②昭和59年度海外建設受注実績（S．59．4．1－S．60．3．31）

　中央区八丁堀1－9－9東京建物第3八重洲ビル　（社）海外建設協会　TEL　O3－553－1631

　☆毎年5月に発刊。工事請負、技術指導について本邦法人、海外法人に分け調査期聞

　　の実績について国別に集計されいいる。また、個別の工事について彙者名、受注金

　　額も記載されている。建設省とは集計法が異なるため本稿は建設省を用いた。

③橋梁年鑑　昭和54年版（昭和52年完工）一昭和60年版（昭和58年完工）

　中央区銀座2－2－18　鉄骨橋梁会館　　（社）日本橋梁建設協会　TEL　O3－561－5225・5452

　☆毎年9月に発刊。国内、国外についての橋梁受注実績と、工事名、業者名、受注重

　　量も記載されている。

④海外鉄鋼統計　四半期報　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　O3－279－3611

　千代田区大手町1－9－4　経団連会館　（社）日本鉄鋼連盟　海外統計委員会

　☆毎年3．6．9．12月に発刊。国際的な視点に立ち、世界各国の長期的な鉄鋼石、鉄鋼生

　　産・鉄鋼輸出入の推移について詳細の統計が採られている。

⑤港区芝公園3－5－8　機械振興会館4F　日本機械輸出組合　重機械課TEL　O3－431－9808

　☆鉄構構造物についての情報は収集しているが刊行部はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一ゆ
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1，2　海外への視察調査団とその厩要（主として鋼橋）

　　海外橋梁調査団実績表〔1973年（S48）～1984年（S59）〕

調査年月 調査団および団長名 調　査　目　的 主　　催　　団　　体 参加人数

1田3 フレモント橋架設視察団 1．フ匠ント橋架設視察

3／10～3／26 コーディ署クー：毛利哲三（松尾橋梁） 長大橋技術研究会 22
幹　　事：伊藤鉄雄σll田工業）

1973 欧州鋼橋調査団 1．IABSE出席
9／9～9／28 団　　長：伊藤学（東大教授） 2．ヨ¶ッ1注要国の 欧州鋼橋調査団 13

鋼橋工事現場視察

1975 欧州長大橋の建設技術および 1．英国の長大吊橋の調

海洋構造物の実情調査団 査
ノ

5／8～5／24 団　長：奥村敏恵 2．仏・西独の斜張橋の （社）日本溶接協会

（東大名誉教授） 縫 欧州長大橋研究会 19
3．海洋構造物調査 事務局：国際産業企画協会
（卸クリート、鋼のブテ淋一ム）

1976 欧州橋梁技術調査団 1．欧州における橋梁

7／31～8／14 団　　長：山木崇史（自治省〉 技術の調査（鋼．PC）

2．欧州における石油 欧州橋梁技術調査団 32

融
1977 L中近東の橋梁技術の

5／28～6／15 団　長：山本淳二 現状調査 中近東、欧州 25
（（財）国土開発技術研究セ坤一調査調 2．欧州の橋梁技術の 橋梁技術調査団土木学会

現状謁査

1977 長大橋建設技術実情調査団 L邦ゼ冴ンの斜張橋

9／3～9／22 団　　長：小西一郎 健設中〉 テクノロジL・トランスファー●インスティチュート

（京大名誉教授） 2，Humber橋健設中） （T．T．1） 18
Sev㎝橋

3．ライン河の橋梁調査

1餌9 第15回海外道路調査団 Lヨーロッバの道路事情

5／28～6／18 団　長：倉橋天鑛彦 融 海外道路調査団 、31
（（財）阪神高速道路管理技術センタ→

1979 構造物の耐風設計施行に関する 1．米国の橋梁視察 構造物の耐風設計

7／7～7／23 訪米・カナダ調甑 2．風工学に関する 施行調査団 16
団　　長：岡内功（中央大教授） 第5回国際会議出席 T．T．1

風洞実験施設の見学

1980 ヨーロッバにおける橋梁の設計と景観に Lヨーロ州の橋梁見学

8／23～9〃 関する調査団 2．第11回1榔E出席 T．T．1 18
団　　長：田島二郎（埼玉大教授）

1－u



／ヂ

海外橋梁調査団実績表（つづき）

◎、

調査年月 調査団および団長名 調　査　目　的 主　催　団　　体 参加人数

1981 西ヨー助バにおける長大橋梁工学に LIABSE出席
9／5～9／19 関する調査団 2．英国々立研究所 MEDEF研究会 18

団　　長：小堀為雄（金沢大教授） フランス鋼構造研究所

3．西ドイッの橋梁視察

1982 ’82米国橋梁視察団 LIABSE出席
9／4～9／17 団　　長：福本士（名大教授） 2．米連邦道路庁訪問 橋建協 38

3．米国橋梁視察

1982 北米における鋼構造新技術に関する 1．耐候性鋼無塗装橋梁

9／25～10／1 調査団 の使用状況 北米における鋼構造新技術 21
団　　長1西村昭（神大教授） 2．北米の斜張橋の実情 に関する調査団

3．北米のコカ1敗ント訪問

1983 オセァニァ風エ学橋梁調査団 L第6回風工学国際
3／15～4／2 団　　長：伊藤学（東大教授） 会議に出席 オセアニア調査団

2．風工学研究施設見学

職
22

（大学・研究所）

3．オセァニァの橋梁視察

1983 鋼、コンクリート複合構造物および大規模 LIABSE出席 鋼、刀クリート複合構造物

5／20～6／4 海洋構造物に関する訪欧調査団 （船舶の橋梁及び および大規模海洋構造物に 13
団　長：前田幸雄（阪大教授） 海洋構造物への衝突） 関する訪欧調査団

2．Forφ橋の見学

1983 欧州鋼構造物調査団 1．第3回パリ鋼権造物

11／13～ 団　　長二福本啄士（名大教授） の安定性に関する 欧州鋼籍造物調査団 18
11／25 距キュラム出席

職2．ヨー助ノ1鋼橋視察

1984 ’84欧州橋梁調査団 1．ヨーロ州の橋梁の寿命

6／13縞6／28 団　　長3布施洋一（本四〉 に関する調査 橋建協 29
2．鋼橋の維持補修

1984 今日・未来の橋梁技術調査団 LI鵬E第12回出席 櫨9／1～9／15 団　　長：田島二郎（埼玉大教授） 2．米国吊橋、斜張橋の T．T．1 9
撚

1984 米国高速道路の維持管理に関する L高速道路の点検

10／6～

翻
維持管理の調査 （財）首都高速道路 15

r
10／19 団　長：岡田有陛 技術センター

（首都高速道路公団）

1－1Z


